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1 はじめに
近年，Facebook や Twitter などに代表されるソー

シャルネットワークサービス（SNS: Social Network
Service）の普及が著しい．今や Twitterはユーザ数 5
億人を抱え，3日で 10億ツイートもの情報が発信され
ている．Facebookはユーザ数 10億人に迫っており，1
日当たり 32億コメント，3億枚の写真投稿が行われて
いる．そして，この膨大なデータから，新たなインテ
リジェンスを得ようとする研究が盛んに行われている．
こうした膨大なデータの中でも位置情報が含まれる

データは，ソーシャルジオデータと呼ばれ，地震伝搬
の分析 [2] や入力される日本語との相関関係分析 [1]，
観光ルート分析 [3]など，さまざまな研究がなされて
おり，我々も現在，各都市の人気観光スポットを自動
的に抽出するシステムに関する研究に取り組んでいる．
ソーシャルジオデータを観光に活用する研究は，[3]以
外にも [4][5]などがあり，これらの手法では，何らか
のクラスタリング手法によって分析対象データをエリ
アに分割し，各エリア内におけるソーシャルジオデー
タの発生数をそのエリアの人気度と定義している．
ソーシャルジオデータの分析に用いられる，代

表的なクラスタリング手法としては，Mean Shift
Clustering[3][4]や p-DBSCAN[5]などがあるが，いず
れのクラスタリング手法でも得られる結果は，クラス
タの中心座標とそのメンバ情報という数値データであ
り，このクラスタに対応する実世界の観光情報（POI
: Point of Interest）は不明である．分析結果を活用す
るためには，クラスタに
このようなクラスタへの名前付けに関する従来研究

として，ソーシャルジオデータ内のタグ情報から推定
するもの [4]やGeoNames.orgなどの静的な POIデー
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タベースを用いて距離の近いものを割り当てる研究が
あるが，ラベリングを取り扱っていない従来研究も多
い．これは，実際には付与されているタグが少ない上，
表記揺らぎも多く，計算時間もかかるためである．
そこで本論文では，このクラスタへのラベリングを

高速かつ高精度に行う手法を提案する．提案手法では，
分析対象となるソーシャルジオデータから，ラベルを
推定するのではなく，別のソーシャルジオデータを用い
てラベルを推定する．今回，分析対象データは，Flickr
から集めたデータを用いているが，写真撮影と同様に
行うチェックイン1という行為に着目し，ソーシャルジ
オデータによるソーシャルジオデータへの自動ラベリ
ングの達成を狙っている．これは，もともとスマート
フォンのGPS精度が低いことから，チェックインサー
ビスにおいて，スポット候補を提示する際に，距離だ
けではなく，人気も反映されているためである．距離
に基づいた従来手法と比べて，誤差に対する耐性が強
くなり，より確からしいラベルを得られるのではない
かと考えている．その際，カテゴリによるフィルタリ
ングを行うことによって，観光と無関係なスポット名
を排除し，精度をさらに改善できると考えている．
従来のタグ分析による名前では，各タグの特徴量（ク

ラスタ特有の単語か否かを判定するための値）を計算
[4]する必要があり，タグ数が多くなると計算時間が多く
なるという問題があるのに対して，Foursquareを用い
る提案手法は，Web API (Application Programmable
Interface)に 1度アクセスするだけでよく計算が必要
ないという利点がある．
今回，Flickrを用いて収集したパリ（フランス）に

おけるソーシャルジオデータ 20000件を分析対象とし
て，クラスタリングによって得られた人気観光スポッ
ト 3箇所に関して，Foursquareのチェックインデータ
を用いた名前付けにより，確からしい結果を得られる
かについて検証した結果を報告する．

1チェックインとは，Foursquareというサービスから始まったも
ので，ある場所にチェックインすることでバッジやポイントを獲得
できるため，ユーザが競ってチェックインをしている
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Spot 1 :  1763 (8.815 %)
緯度 :  48.861022065592906
経度 :  2.3360647083387187

Spot 2 :  1439 (7.195%)
緯度 :  48.858385262646969
経度 :  2.2943521334795265

Spot 3 :  1262 (6.31%)
緯度 :  48.853152692535161
経度 :  2.3492064172808313

図 1: パリにおける上位 3クラスタ

2 分析内容
分析対象データは，Flickrから収集したパリ付近の

ソーシャルジオデータ 830372件のうち，無作為に選択
された 20000件のデータである．Flickrのデータには，
写真だけでなく，位置情報，日時，タグ，簡易な説明，
といった情報が含まれているが，本論文では，この中
の位置情報とタグだけを取り扱う．
まず，緯度経度からなる位置情報に対して，Mean

Shift Clusteringを適用する．このとき，唯一のパラメー
タである bandwidthは，0.002としている．bandwidth

は，平滑化パラメータと呼ばれ，クラスタのサイズに
影響を与え，今回用いた 0.002は約 222mに相当する．
次に，クラスタリングによって得られたクラスタの

うち，含まれるデータ数が多いクラスタ 3つを人気ス
ポットとして選択する．このとき得られる情報は，3つ
のクラスタの中心座標である．
最後に，この中心座標をもとに，クラスタに対して

名前付けを行い，結果を比較する．

3 分析結果
最初に，Mean Shift Clusteringの結果を示す．20000

件のデータは， 351個のクラスタに分割され，その上
位 3クラスタは図 1に示す位置となった．この中心座
標をもとに，Foursquare APIにアクセスし，得られた
POI名を表 1に示す．図 1と照らし合わせることでわ
かるように，正しい POI名が得られている．

4 まとめ
評価結果より，Foursquareのチェックイン情報によ

り適切と思われる名付けが簡単に行えることがわかっ
た．ただし，今回選択した 3つの POIは，ルーブル美
術館，エッフェル塔，ノートルダム大聖堂，とそれぞれ
大きなものであり，周辺に他の POIが少かったために
成功したとも考えられる．Foursquareにおけるチェッ
クインは，スターバックスなどのカフェなどで多くな
されており，もし周辺にそのような観光に関係のない

表 1: Foursquareを用いて付けられた POI名

Spot 1 Musee du Louvre

Spot 2 Tour Eiffel

Spot 3 Cathedrale Notre-Dame de Paris

人気 POIが存在していた場合，そちらの名前が付与さ
れる可能性がある．その問題に対しては，APIに指定
可能なカテゴリフィルタを用いて観光に関係のあるス
ポットだけを選んだり，従来のタグ分析と組み合わせ
るといった手法により，適切な名前を抽出可能になる
と考えている．今後は，速度に関しての定量的な評価，
名付けた名前の適切度の評価，および適切なカテゴリ
選択，他の観光スポットに関する結果，などを行なっ
ていく．また今回は基本的なMean Shift Clusteringを
用いたが，将来的には，クラスタリング手法の改善に
も取り組んでいく予定である．
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